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千歳市在宅医療・介護連携支援センターでは、介護と医療の連携促進の一つとして、利用者の情報共有体制の構築
が重要と考えています。介護と医療が互いに必要とする情報について研修会等を通じて意見交換を図り、共通の情報提
供ツールとして「共通情報提供書」を作成しました。

※ 介護支援専門員がいる場合又は施設サービスを利用されていることを想定して作成しています。 ※ あくまでも目安で
す。お互いの立場に配慮し合い、状況に応じた対応をしてください。

「病院がケアマネジャーを把握」又は「ケアマネジャーが入院を把握」のいずれか早いほうから連絡することが基本です。下記
は、各タイミングにおける病院・ケアマネジャーの動きを整理したものです。

① 在宅時

ケアマネ等の動き

担当ケアマネジャーの名刺を保険証等と一緒に保管していただくよう利用者に説明する

入院時には担当ケアマネジャーへ連絡するよう利用者・家族にお願いしておく

② 入院時

病院の動き

聞き取りや介護保険・医療保険被保険者証により担当ケアマネジャーを把握する

原則、入院後7日以内に入院したこと等をケアマネジャー等に情報提供する

ケアマネ等の動き

入院後3日以内を目安に、なるべく早く「連携情報提供書」を提出する（持参・FAX・E-mail）

🖥️ アプリの 患者・利用者 → 「＋ 新規（居宅・施設用）」 から作成できます。

入退院時の情報提供等の流れ
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③ 担当ケアマネ等が決まっていない場合

要介護認定が未申請の場合、または要介護・要支援の認定を受けているがケアマネジャー等がいない場合は、以下の対
応をお願いします。

病院の動き

入院中に担当のケアマネジャー等を決められるよう、患者・家族に居宅介護支援事業所や地域包括支援センターを
案内する

担当のケアマネジャー等が決まり次第、連絡をとり、必要な情報提供を行う

④ 退院見込

病院の動き

在宅への退院が可能かどうかを判断する

可能と判断した場合は担当ケアマネジャーに連絡する

原則、退院が見込まれる7日前までにケアマネジャー等に連絡し、必要な情報提供を行う

ケアマネ等の動き

病院から退院見込みの連絡を受ける

退院調整のための利用者情報の共有について、病院と調整する

⑤ 退院調整

病院の動き

MSW・看護師等と担当ケアマネジャーで退院調整開始面談を行う

患者や家族の意向を確認し、介護保険サービス等を調整する

退院前カンファレンスを開催する（必要時）

ケアマネジャーに対し情報提供を行う

ケアマネ等の動き

退院調整開始面談に参加し、必要な情報共有を行う

退院前カンファレンスに参加する（必要時）
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⑥ 退院日決定

病院の動き

医師の許可した退院日を担当ケアマネジャーに連絡する

🖥️ アプリの 患者・利用者 → 「＋ 新規（医療機関用）」 から退院時情報提供書を作成できます。

⑦ 退院後

病院の動き

連携情報提供書・看護サマリー等を提供する

ケアマネ等の動き

ケアプランを提供する

⚠ 退院見込みの基準となる在院日数は病気・病状によって異なります。病院担当者は、退院の見込みがついた段階で
できるだけ早期にケアマネジャーへ連絡してください。

医師⇔ケアマネ連絡シートについて

上記の入退院フローとは別に、利用者（患者）が在宅生活を送っている期間中に、ケアマネジャーが主治医へ医療情報
の確認・相談をしたい場合に使用するシートです。

活用場面（千歳ケアマネジャーの会作成）

医療系サービス導入時

サービス担当者会議に関する相談

サービス計画書作成時における病状等の指示・確認

その他、医師に確認が必要なこと

🖥️ アプリの 連絡シート → 「＋ 新規作成」 から作成できます。
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お問い合わせ

担当ケアマネジャー・地域包括支援センターの連絡先など、入退院連携に関する詳細は、下記サイトをご確認ください。

特定非営利活動法人 ちとせの介護医療連携の会 https://chitose-renkei.com/

千歳市在宅医療・介護連携支援センター TEL: 0123-49-3330（平日 8:45〜17:15）
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千歳市共通情報提供書アプリ（Windows版）のインストール手順をご案内します。

1. 動作環境

項目 要件

OS Windows 10 / 11（64bit）

メモリ 4GB 以上推奨

ディスク空き容量 300MB 以上

画面解像度 1280 × 720 以上

インターネット接続 アップデート確認時のみ必要（普段の利用はオフラインで可）

2. インストール手順

2-1. インストーラの入手

千歳市在宅医療・介護連携支援センターから提供される以下のファイルを、デスクトップ等にコピーします。

ChitoseRenkei-Setup-0.1.0.exe

ファイルサイズ: 約 85MB

2-2. インストーラの実行

ChitoseRenkei-Setup-0.1.0.exe  をダブルクリックします。

2-3. Windows SmartScreen 警告（初回のみ）

未署名のアプリのため、以下のような警告画面が表示される場合があります。

インストール手順書
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「Windows によってPCが保護されました」

この場合、以下の手順で進めてください。

1. 警告画面の 「詳細情報」 をクリック

2. 「実行」ボタンが表示されるのでクリック

⚠ この警告は、本アプリが新しく未署名であることが理由です。安全に配布されたファイルであれば実行して問題ありませ
ん。

2-4. インストール先の選択

「コンピューターへのインストールを許可しますか？」が表示されたら 「はい」。

その後、インストール先フォルダの選択画面が表示されます。 - 通常はそのまま「次へ」で問題ありません - 既定のインストー
ル先: C:\Users\(ユーザー名)\AppData\Local\Programs\千歳市共通情報提供書\

2-5. インストール完了

「完了」をクリックするとインストール終了です。

デスクトップにアイコンが作成されます

スタートメニューにも登録されます

3. 起動方法

以下のいずれかの方法でアプリを起動できます。

起動方法 操作

デスクトップアイコン アイコンをダブルクリック

スタートメニュー スタート → 「千歳市共通情報提供書」

検索バー Windows キー → 「千歳」と入力 → アプリを選択

4. 初回起動時の設定

アプリを初めて起動したときは、以下の手順で初期設定を行ってください。

1. アプリが起動すると、ホーム画面に「まずは自施設の登録から！」と案内が表示されます
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2. 「施設情報を登録する」ボタンをクリック

3. 「自施設の登録」画面で以下を入力: - 区分: 医療機関 / 居宅介護支援事業所・施設 のいずれか - 書式名: 共通
情報提供書（デフォルトのまま） - 施設名: 〇〇病院 / 〇〇ケアプランセンター 等 - 住所・電話番号・FAX - 「この
施設を自施設として登録する」にチェック

4. 「登録する」をクリック

5. 続いて、担当医・担当者の氏名を追加（情報提供書作成時に選択できるようになります）

これで初期設定完了です。

5. アンインストール

不要になった場合は以下の手順でアンインストールできます。

1. 設定 → アプリ → インストールされているアプリ

2. 「千歳市共通情報提供書」を選択

3. 「アンインストール」

4. ⚠ アプリのデータ（患者情報・施設情報）は 保持 されます。完全に削除したい場合は手順 6 を参照

6. データ保存場所

データ 場所

患者情報・施設情報のデー
タベース

C:\Users\(ユーザー名)\AppData\Roaming\chitose-renkei-

system\chitose-renkei.db

設定ファイル 同上

データを完全に削除したい場合は、上記フォルダごと削除してください。

⚠ 重要: バックアップを取りたい場合は、上記の .db  ファイルをコピー保存してください。

7. アップデート

将来、新しいバージョンが提供される場合:

自動更新: アプリ起動時に新バージョンを自動チェック → 通知が表示

「今すぐ再起動」をクリックすると自動的にアップデート

手動: 新しい ChitoseRenkei-Setup-x.x.x.exe  を入手して再度実行
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データは引き継がれます

8. お問い合わせ

インストールでお困りの場合は、以下までご連絡ください。

千歳市在宅医療・介護連携支援センター

📞 電話: 0123-49-3330（平日 8:45〜17:15）

✉️ メール: chitoserenkei.npo@gmail.com

🌐 ホームページ: https://chitose-renkei.com/



14

C h a p t e r  3



15

これまで Excel版「連携 情報提供書（Ver2-2）」をお使いだった方が、新しい Windowsアプリ版に過去のデータを引き
継ぐ手順をご案内します。

1. 移行できるデータ

データ 対応

患者・利用者情報（c-data.xlsx） ✅ 取り込み可能

施設情報（s-data.xlsx） ✅ 取り込み可能

施設情報の担当者・担当医 ✅ 取り込み可能

削除済みフラグが立っているレコード ⚠ 自動的にスキップされます

2. 事前準備

2-1. 必要なファイルを揃える

旧Excelシステムのフォルダから、以下の 2つのファイル を確認します。

連携_情報提供書(Ver2-2c).xlsm （※本体・取り込みには不要）
c-data.xlsx                    ← 患者データ
s-data.xlsx                    ← 施設データ

通常、3ファイルとも同じフォルダにあります。 c-data.xlsx  と s-data.xlsx  の場所を確認しておいてください。

2-2. データのバックアップ

念のため、 c-data.xlsx  と s-data.xlsx  を 別の場所にコピーしてバックアップ しておくことをおすすめします。

2-3. 新アプリ側の準備

⚠ 重要: 取り込みは アプリのデータベースが空のとき だけ実行できます。

旧Excelシステムからのデータ移行手順
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すでに新アプリで新規登録した患者データがある場合、それを保護するため取り込みは拒否されます。 （取り込みを行う
場合は、それらの新規データを削除する必要があります）

3. 取り込み手順

3-1. アプリを起動

スタートメニュー → 「千歳市共通情報提供書」を起動します。

3-2. 取り込み画面を開く

ホーム画面のメニュータイル 「📥 旧Excelデータの取り込み」 をクリック、または上部メニューから操作します。

3-3. ファイル選択

「ファイルを選択（c-data.xlsx → s-data.xlsx の順）」ボタンをクリック。

1. 最初のダイアログ: c-data.xlsx を選択

2. 次のダイアログ: s-data.xlsx を選択

3-4. プレビューで件数を確認

ファイル選択が終わると、自動的にプレビュー画面が表示されます。

確認ポイント: - ✅ 有効レコード（取り込み対象） の件数 - ⚠ 削除フラグあり（スキップ） の件数 - 🏥 施設情報シ
ート 行数 - サンプル名は 伏字 で表示されます（個人情報保護）

「エラー」や「注意」が表示されている場合は、まずそれを確認してから先に進みます。

3-5. 取り込みを実行

「インポートを実行」ボタンをクリック。

確認ダイアログが出ますので「OK」で実行。

3-6. 結果確認

完了画面で以下を確認: - 取り込んだ患者・利用者 件数 - 取り込んだ施設 件数 - 取り込んだ担当者・担当医 名

「患者・利用者一覧を開く」をクリックして、データが取り込まれているか確認します。
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4. 取り込み後の確認事項

4-1. 自施設情報

s-data.xlsx の 1施設目 が自動的に「自施設」として登録されます。 ホーム画面で自施設の情報が正しく表示されている
か確認してください。 必要に応じて「施設情報登録」画面で修正できます。

4-2. 担当者・担当医

s-data.xlsx の担当者・担当医がすべて取り込まれているか「施設情報登録」画面で確認してください。

4-3. サンプル患者の表示確認

患者一覧から数件選んで「編集」をクリックし、内容が正しく取り込まれているか確認してください。

特に確認すべき項目: - 氏名・生年月日・住所 - 介護度・認定有効期間 - 看護情報のチェック項目 - ADL・認知機能
の評価 - 家族連絡先

4-4. 印刷テスト

患者一覧から「印刷」をクリックし、PDFが正しく出力されることを確認してください。

5. 取り込み後のExcelファイルの扱い

旧Excelファイルは以下のように扱うことをおすすめします。

1. しばらく保管: 取り込みデータの確認が完了するまで、削除せず別フォルダで保管

2. 新規入力は新アプリで: 今後の新規データは、必ず新アプリで作成

3. 重複利用は避ける: 同じ患者を旧Excelと新アプリの両方で更新すると、データが分散します

6. トラブルシューティング

「インポートは空DBのときのみ実行できます」と表示される

→ 既に新アプリにデータがあります。一度、新規登録したデータを削除（一覧の「削除」ボタン）してから再度試してくださ
い。
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件数が想定より少ない

→ c-data.xlsx の「削除」列（B列）にフラグが立っているレコードは、安全のためスキップされています。プレビュー画面の「削
除フラグあり（スキップ）」の数字を確認してください。

個別エラーが表示される

→ ファイル形式の問題か、特定行のデータに問題がある可能性があります。エラーメッセージを 千歳市センター までご連絡
ください。

お問い合わせ

千歳市在宅医療・介護連携支援センター

📞 電話: 0123-49-3330（平日 8:45〜17:15）

✉️ メール: chitoserenkei.npo@gmail.com
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千歳市共通情報提供書アプリの基本的な使い方をご案内します。

目次

1. 画面の見方

2. 患者・利用者の新規登録

3. 既存データの修正・削除

4. 情報提供書の印刷・PDF保存

5. 医師⇔ケアマネ連絡シートの作成

6. 施設情報・担当者の管理

7. 使い方ガイドの活用

1. 画面の見方

アプリは以下の要素で構成されています。

上部ヘッダー

左: マスコット＋アプリ名（クリックでホーム画面へ）

中央: ナビゲーション（ホーム / 患者・利用者 / 連絡シート / 施設情報 / 使い方ガイド）

右: バージョン番号

下部フッター

千歳市センター連絡先（電話番号クリックで発信）

ホームページ / 公式ガイド / お問い合わせフォームへのリンク

ホーム画面

マスコット＋アプリ紹介のヒーロー

自施設情報の表示

基本操作マニュアル
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各機能へのメニュータイル

2. 患者・利用者の新規登録

2-1. 一覧画面を開く

上部ヘッダー「患者・利用者」をクリック、またはホーム画面の「患者・利用者一覧」タイルから。

2-2. 新規登録

画面右上の2つのボタンから選択:

ボタン 用途

+ 新規（医療機関用） 医療機関 → ケアマネへ送る情報提供書（退院時等）

+ 新規（居宅・施設用） ケアマネ/施設 → 医療機関へ送る情報提供書（入院時等）

⚠ 区分により 3〜4枚目の入力項目が変わります。

2-3. 4ページに分けて入力

入力画面は 4つのタブ に分かれています。

ページ 内容

1枚目 基礎情報（氏名・生年月日・住所等）、疾患情報

2枚目 看護・療養・身体、ADL、IADL、認知機能、夜間、精神

3枚目 入院経過 / 在宅経過、家族連絡先、サービス利用、処方（区分により異なる）

4枚目 退院後意向、住環境、退院調整、担当医・作成者（区分により異なる）

タブをクリックして切替、または画面下部の「← 前のページ / 次のページ →」ボタンで移動できます。

2-4. 入力のコツ

必須項目は氏名のみ です。途中までの入力でも保存可能

日付は カレンダー から選択するか直接入力（YYYY-MM-DD形式）

チェックボックスは 複数選択可

ADL は「自立 / 要時間 / 一部介助 / 全介助 / 未実施」の5段階

IADL は「未評価 / 自立 / 介助」の3段階
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2-5. 保存

入力が一段落したら、画面右上の「登録する」ボタンをクリック。

保存に成功すると、画面上部に「登録しました」とメッセージが表示されます。

⚠ 登録ボタンを押さずに画面を移動すると、入力内容は保存されません。

3. 既存データの修正・削除

3-1. 検索

一覧画面で: - 氏名・かな・宛名で検索 欄にキーワードを入力 → 絞り込み - 区分 ドロップダウンで「医療機関用 / 居宅・
施設用」を絞り込み - 削除済みも表示 をオンにすると、削除したデータも復元可能

3-2. 修正

行の 「編集」 ボタンをクリック → 入力画面が開きます → 修正後「上書き保存」。

3-3. 削除

行の 「削除」 ボタン → 確認ダイアログで「OK」。

⚠ これは 論理削除 です。「削除済みも表示」をオンにすれば「復元」ボタンが表示され、戻すことができます。

4. 情報提供書の印刷・PDF保存

4-1. 印刷画面を開く

患者一覧の行から 「印刷」 ボタンをクリック、または編集画面右上の「印刷データ作成」ボタンから。

4-2. プレビュー確認

A4・2ページの帳票として表示されます。 - 1ページ目: 基礎情報＋ADL/認知 等 - 2ページ目: 経過＋区分別（住環境・
処方等）

4-3. 印刷 or PDF保存

画面右上の2つのボタン:
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ボタン 動作

印刷ダイアログを開く OS標準の印刷ダイアログ。プリンタ選択 or「Microsoft Print to PDF」でPDF化

PDFで保存 直接PDFファイルを指定場所に保存（推奨）

PDF保存時のファイル名は自動的に 情報提供書_(氏名)_(日付).pdf  となります。

5. 医師⇔ケアマネ連絡シートの作成

用途

利用者（患者）が 在宅生活をされている時 に、ケアマネジャーが主治医に医療情報の確認・相談をしたい場合に使用
します。

⚠ 入退院時の情報提供には使いません（入退院時は「共通情報提供書」を使います）

作成手順

1. ヘッダーの「連絡シート」または、ホーム画面「医師⇔ケアマネ連絡シート」タイル

2. 「+ 新規作成」をクリック

3. 利用者を 既存の患者・利用者から選択（任意）すると、氏名・住所等を自動転記

4. 依頼先（医療機関名・医師名）、連絡内容（医療系サービス導入 / 担当者会議 / その他）、照会内容を入力

5. 「登録する」 → 「印刷データ作成」で PDF出力

医師から回答が来たら、編集画面の「医師回答欄」に記録できます。

6. 施設情報・担当者の管理

ヘッダーの「施設情報」から。

自施設の編集

左サイドバーで「自施設」マークの付いた施設を選択 → 右側で編集。

連絡先施設の追加

「+ 連絡先施設を追加」ボタンで、よくやりとりする医療機関や事業所を登録できます。
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担当医・担当者の追加

施設を選択 → 「担当医・担当者」セクションで氏名を追加。

登録した担当医・担当者は、情報提供書作成時に プルダウンから選択 できるようになります。

7. 使い方ガイドの活用

ヘッダーの「使い方ガイド」から、入退院時の業務フローと、各タイミングで作成する書類が一目で分かるページにアクセスで
きます。

各フェーズの アクションボタン から、必要な書類の作成画面に直接ジャンプできます。

タイミング アクション

② 入院時 居宅・施設用 情報提供書を作成

⑥ 退院日決定 退院時情報提供書を作成

困ったとき

千歳市在宅医療・介護連携支援センター

📞 電話: 0123-49-3330（平日 8:45〜17:15）

✉️ メール: chitoserenkei.npo@gmail.com

🌐 ホームページ: https://chitose-renkei.com/

📝 お問い合わせフォーム: アプリのフッターから直接アクセス可能
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C h a p t e r  5
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千歳市共通情報提供書アプリで困ったときの対処方法をまとめています。

インストール・起動関連

Q1. インストーラ実行時に「Windows によってPCが保護されました」と出る

A. 未署名アプリのため、Windows の SmartScreen が表示する警告です。

対処: 警告画面の「詳細情報」をクリック → 「実行」ボタンが表示されるのでクリック。

千歳市センターから配布された正式なインストーラであれば、安全に実行できます。

Q2. アプリが起動しない

A. 以下を順に確認してください。

1. Windowsのバージョンを確認: Windows 10 または 11 の 64bit版 が必要です

2. デスクトップアイコンが壊れていないか: スタートメニューから「千歳市共通情報提供書」を起動してみる

3. タスクマネージャー を開いて、すでに別のインスタンスが起動していないか確認 → 残っている場合は終了

4. 一度アンインストール → 再インストール

Q3. ダブルクリックしても何も起こらない

A. アンチウイルスソフトに 隔離 されている可能性があります。

アンチウイルスソフトの「検疫」「隔離フォルダ」を確認し、復元してください。

入力・保存関連

Q4. 入力した内容が消えた

A. 「登録する」「上書き保存」ボタンを押さずに画面を切り替えると、入力内容は保存されません。

トラブルシューティング
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⚠ 必ず保存ボタンを押してから他の画面に移ってください。

今後のアップデートで「保存していない変更があります」と警告を出す機能を追加予定です。

Q5. 漢字が変換できない・入力できない

A. Windows標準のIME（Microsoft IME）または Google日本語入力等で問題なく動作します。

文字化けする場合: 1. アプリを再起動 2. PCを再起動 3. それでも改善しない場合は 千歳市センター へ連絡

Q6. 日付の入力方法がわからない

A. 2通りの方法があります。

カレンダーから選ぶ: 日付欄をクリック → カレンダーが表示される → 日付を選択

直接入力: YYYY-MM-DD  形式（例: 1950-04-15）または YYYY/MM/DD

印刷・PDF関連

Q7. 印刷したら文字が切れる・はみ出す

A. 以下を確認してください。

1. 印刷設定で 用紙サイズ: A4 を選択

2. 印刷設定で 向き: 縦 を選択

3. 「実際のサイズ」または「100%」（「ページに合わせる」「フィット」は使わない）

これでも切れる場合: プリンタ固有の余白制限が原因です。「PDFで保存」してから別のプリンタや PDFビューアから印刷して
ください。

Q8. PDFがどこに保存されたかわからない

A. 「PDFで保存」ボタンを押した時に表示された保存先を確認してください。

既定の保存先は 「ドキュメント」フォルダ です。 ファイル名は 情報提供書_(氏名)_YYYY-MM-DD.pdf  の形式。

エクスプローラーの検索ボックスで 情報提供書  と検索すると見つかります。
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Q9. プリンタが選べない

A. 「印刷ダイアログを開く」ボタンから、Windows標準の印刷ダイアログが起動します。

そこで通常のプリンタ選択や設定変更ができます。何も表示されない場合はWindowsの「設定 → デバイス → プリンター
とスキャナー」でプリンタが認識されているか確認してください。

データ関連

Q10. データのバックアップを取りたい

A. 以下のファイルをコピーすることでバックアップできます。

C:\Users\(ユーザー名)\AppData\Roaming\chitose-renkei-system\chitose-renkei.db

このファイル1つに 全データ（患者情報・施設情報・連絡シート）が入っています。

復元: 上記の場所に同じファイルを置けば元に戻ります。アプリは停止してから操作してください。

Q11. 旧Excelからの取り込みができない（「空DBのときのみ」と出る）

A. 取り込みは、誤って既存データを上書きしないよう データベースが空のときのみ 実行できます。

対処: 1. すでに新規登録した患者がいる場合は、一覧から「削除」する（論理削除のため後で復元可能） 2. 「削除済
みも表示」をチェックして「削除」されたデータが本当に消えているか確認 3. それでもダメな場合: 上記Q10のDBファイルを移
動 → アプリ起動で空DBが作られる → 取り込み実行

Q12. PCが壊れた／買い替えた、データを移したい

A. 移行手順:

1. 旧PC: C:\Users\(ユーザー名)\AppData\Roaming\chitose-renkei-system\chitose-renkei.db  を USB
等にコピー

2. 新PC: アプリを インストール、一度起動して終了（フォルダが作成される）

3. 新PC: 同じ場所に .db  ファイルを 上書きコピー

4. アプリを再起動

データが引き継がれます。
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アップデート関連

Q13. アップデート通知が出たが、適用するか分からない

A. 「今すぐ再起動」を選ぶと、アプリが自動的に再起動して新バージョンが適用されます。

データは引き継がれるので安心して進めてください。

すぐに作業を続けたい場合は「次回起動時に適用」を選ぶと、次にアプリを開いた時に適用されます。

Q14. 最新版か確認したい

A. アプリのヘッダー右上の 「v0.1.0」 といった表示がバージョン番号です。

最新版が何かは千歳市センターのお知らせをご確認ください。

その他

Q15. アプリが急に終了した／フリーズした

A. 以下の手順で再起動してください。

1. アプリのウィンドウを閉じる（または タスクマネージャーで強制終了）

2. しばらく待つ

3. アプリを再起動

4. データに問題がないか確認

頻繁に発生する場合は、症状と操作手順を 千歳市センター までご連絡ください。

Q16. 同じPCで複数人で使いたい

A. Windowsの ユーザーアカウントごと にデータが分かれます。

同じユーザーアカウントで複数人が使うと、データは共有されます

別ユーザーで使うと、各々のデータベースになります

事業所での運用は、1つのアカウントで共有 することを推奨します。
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お問い合わせ

上記で解決しない場合は、お気軽にお問い合わせください。

千歳市在宅医療・介護連携支援センター

項目 内容

📞 電話 0123-49-3330（平日 8:45〜17:15）

✉️ メール chitoserenkei.npo@gmail.com

📝 お問い合わせフォーム アプリのフッターから直接アクセス可能

🌐 ホームページ https://chitose-renkei.com/

お問い合わせの際にお知らせいただきたい情報

スムーズな対応のため、以下の情報を併せてお知らせください。

アプリのバージョン（ヘッダー右上に表示）

お使いのWindowsのバージョン

発生した症状の具体的内容

どの画面・どの操作で起きたか

エラーメッセージ（出ている場合）


